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手されたばかりである（例えば，Teuba l , 





















調査参加児： 3 歳児13名（男児 8 名，女児 5
名，平均 3 ：10，レンジ 3 ： 4 － 4 ： 1 ）， 4
歳児20名（男児 9 名，女児11名，平均 4 ：10，
レンジ 4 ： 4 － 5 ： 4 ），5 歳児20名（男児12名，












らった。提示した数字は，提示順に 1 ， 2 ， 3 ，


































た。数字の読み課題の結果については Table 1 ，
産出課題の結果については Table 2 に示した。
1 ．数字の読み課題の分析
⑴　各年齢群の通過率の検討
以下では， 3 歳児， 4 歳児， 5 歳児の順に，
それぞれの数字を正しく読んだ者の割合につい
て検討する。
3 歳児においては，数字「 1 」から「 6 」に
ついては， 5 割以上の子どもが読むことができ
た。中でも「 1 」と「 2 」については，読むこ
とのできた子どもが 6 割を超えていた。次いで
通過率の高かった数字は「 7 」から「10」であ
り， 5 割弱の 3 歳児が読むことができた。他方，
数字「 0 」と「11」について読むことのできた
3 歳児は 4 割弱であり，「12」「13」「20」はそ
Table 1 　各年齢における数字の読み通過人数と割合（％）
数字
年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 20

























































































年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11












































































4 歳児においては，「 0 」から「11」までの
数字について， 5 割以上の子どもが読むことが
できた。中でも 1 桁の数字（「 0 」～「 9 」）に
ついては， 7 割以上，数字「10」については
65％の子どもが読むことができた。他方，数字
「12」「13」を読むことができた 4 歳児は 5 割弱，















以上の結果から， 3 歳児においては，「 1 」
から「10」までの数字を読み始め，特に前半の
小さい数の数字は過半数の子どもが読めるよう
になり， 4 歳児においては，「 0 」から「10」
までの数字を過半数の子どもが読めるようにな










齢ごとに Figure 1 ～Figure 3 に示した。
Ａ児（ 3 ： 7 　女児） Ｂ児（ 3 ： 4 　男児）
Ｃ児（ 4 ： 1 　男児） Ｄ児（ 3 ： 8 　女児）
Figure 1 　産出された数字の例（ 3 歳児）
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Ｅ児（ 4 ： 7 　男児） Ｆ児（ 4 ： 4 　男児）
Ｇ児（ 4 ：10　女児） Ｈ児（ 4 ：11　男児）
Figure 2 　産出された数字の例（ 4 歳児）
Ｉ児（ 5 ： 7 　女児） Ｊ児（ 5 ： 9 　女児）
Ｋ児（ 5 ： 8 　男児） Ｌ児（ 5 ： 9 　女児）
Figure 3 　産出された数字の例（ 5 歳児）
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⑴　各年齢群の通過率の検討
以下では， 3 歳児， 4 歳児， 5 歳児の順に，
それぞれの数字を書けた割合について検討する。




かった。また，数字「 4 」「 5 」「 9 」について
は，書くことのできた 3 歳児は皆無であった。
それに対して，2 桁の数字である「10」と「11」
については，それぞれ23. 1％の 3 歳児が書くこ
とができた。これは，「 0 」が書けた 3 歳児の






（数字「 0 」「 1 」「 3 」「 7 」「 8 」「10」「11」）。




数字「 7 」と「 8 」については85％，「 0 」「 1 」












合が 6 割を超え，中には通過率が 9 割以上の数
字も複数見られた。しかしながら，通過率をよ
り詳細に検討すると，書くことのできた 5 歳児
が85％以上に上る数字（「 0 」「 1 」「 3 」「 7 」
「 8 」「10」「11」の 7 個）と，75％以下の数字







「 1 」（通過率100％），「 0 」「 3 」「11」（95％），「10」
（90％），「 7 」「 8 」（85％）である。それに対
して，「通過率が低い数字」は，通過率の低い




















文字は「 6 」と「 9 」においてのみ見られ， 2
名の 5 歳児が「 6 」の鏡文字を，他の 2 名の 5
歳児が「 9 」の鏡文字を産出していた。また，
鏡文字ではないが，「 6 」の産出を求められた
ときに「 9 」を産出した 5 歳児が 1 名，逆に「 9 」
の産出を求められたときに「 6 」を産出した 5
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